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崎
辻
川
に
も
当
て
は 

 
 

 
 

 

ま
る
教
訓
を
吸
収
し
、 

 
 

 
 

 

仕
組
み
を
つ
く
り
訓 

 
 

 
 

 

練
を
実
施
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

今
後
、
復
旧
復
興 

 
 

 
 

 

に
は
十
年
二
十
年
の 

 
 

 
 

 

歳
月
が
か
か
る
。
余 

 
 

 
 

 

震
も
続
く
。
と
も
に 

学
び
た
い
。 

協
議
員
会
は
今 

４
～
６
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

辻
川
山
手
入
れ
を
七
月
に
計
画 

② 

３
／
６
防
災
マ
ッ
プ
作
成
の
た

め
の
ま
ち
歩
き
集
計
結
果
と
マ
ッ

プ
報
告
→
マ
ッ
プ
は
町
へ
提
出
。

次
回
は
使
用
可
能
な
井
戸
調
査
を
。 

③ 

界
隈
展
・
民
俗
学
の
夕
べ
の
内
容

検
討
。
七
夕
飾
り
は
吊
り
灯
籠
と

短
冊
の
み
に
。
同
時
開
催
の
辻
広

場
ま
つ
り
と
の
調
整
も
必
要
。 

④ 

人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
懇
談
会

は
１
１
月
２
６
日(

土)

実
施
予
定 

⑤ 

辻
川
区
が
平
成
２
３
年
度
交
通

安
全
モ
デ
ル
地
区
指
定
。
事
業
実

施
計
画
策
定
。
事
業
は
７
月
祈
願

祭
か
ら
年
末
ま
で
継
続
す
る
。 

⑥ 

防
犯
灯
設
置
箇
所
調
査
結
果 

⑦ 

今
年
度
敬
老
会
対
象
年
齢
は
七
四
歳 

以
上
。
文
殊
荘
は
今
年
も
申
込
ま
な
い
。 

山
口
堂
建
設
委
員
会
報
告 

第
一
回
会
合
（
５
／
１
）
か
ら 

◇
山
口
堂
・
大
日
堂
と
も
に
今
あ
る

形
の
お
堂
を
同
位
置
に
新
築
再
建 

◇
建
築
材
は
ひ
の
き
を
使
用 

◇
来
年
度
初
総
会
で
詳
細
な
建
設
計

画
を
報
告
し
、
工
事
は
来
年
度
に 

      

《 

当
面
の
予
定 

》 

７
／
３
（
日
） 

辻
川
山
の
手
入
れ 

７
／
１
０
（
日
） 

交
通
安
全
祈
願
祭 

 

と
パ
レ
ー
ド
（
夏
え
び
す
神
事
後
） 

７
／
３
１
（
日
） 

ク
リ
ー
ン
作
戦 

７
／
３
１
～
８
／
７ 

辻
川
界
隈
展 

文
芸
作
品
展
示
（
三
木
家
住
宅
保
存
修 

理
工
事
中
の
た
め
公
民
館
も
使
用
） 

隣
保
灯
籠
飾
り
付
け
・
吊
り
下
げ 

８
／
６
（
土
） 

民
俗
学
の
夕
べ 

午
後 

5
:
0
0

～ 

夜
店
（
６
団
体
予
定
） 

6
:
3
0

開
演 

  
 
 
6
:
4
0

吹
奏
楽
演
奏 

6
:
5
5

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
＆
ゆ
う
ゆ
う
バ
ン
ド 

7
:
2
5

猿
ま
わ
し 

7
:
5
5

寄
せ
太
鼓 

 
8
:
1
0

エ
イ
サ
ー 

8
:
3
0

秋
田
大
黒
舞 

 
8
:
5
0

播
磨
の
田
植
え
踊
り 

9
:
1
0

辻
川
鬼
太
鼓 

 9
:
3
0

閉
演 

     

８
月
中
旬 

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

９
月 

隣
保
長
・
各
種
団
体
会
議 

  

◇ 

７
月
１
０
日(

日) 

夏
え
び
す 

 
 

１
０
時
に
神
主
様
お
祓(

は
ら)

い 

 
 
 

そ
の
後
、
交
通
安
全
祈
願
祭
等
あ
り 

◇ 

７
月
１
７
日(

日) 

夏
ま
つ
り 

１
０
時
に
神
主
様
お
祓
い 

  
（
井
ノ
口
の
役
員
さ
ん
も
参
列
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
詣

り
く
だ
さ
い
。［
十
一
隣
保 

伊
藤
］ 

      

事
業
報
告 

◆
４
月
２
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 

新
年
度
各
種
団
体
役
員
紹
介 

② 

防
犯
灯
設
置
箇
所
の
調
査
依
頼 

③ 

商
工
部
会
よ
り
辻
川
山
ふ
れ
あ
い

広
場
の
夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
案
内 

④ 

消
防
Ｏ
Ｂ
会
よ
り
公
民
館
前
に

ベ
ン
チ
２
基
寄
贈
、
鈴
の
森
神
社

の
ベ
ン
チ
３
基
も
板
張
替
え 

等 

◆
５
月
１
５
日
（
日
） 

溝
普
請 

 

溝
そ
う
じ
日
和
に
恵
ま
れ
た
。
３

月
の
隣
保
長
さ
ん
に
よ
る
防
災
ま
ち

歩
き
を
受
け
「
水
の
出
や
す
い
」
水

路
の
点
検
は
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
同

日
、
雲
津
川
（
協
議
員
）
や
上
井
用

水
（
農
家
）
の
清
掃
も
行
わ
れ
た
。 
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被
災
と
行
事
の
自
粛 

 
 
 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
多
く
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
、
ま
た
被
災
地
に
お
い
て
は
、
今

な
お
行
方
不
明
の
方
々
の
捜
索
が
続
き
、
ま
た
避
難

所
で
は
多
く
の
方
々
が
不
安
と
不
自
由
な
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
胸
が
痛
み
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
す
か
ら
、
被
災
地
以
外
に

お
い
て
も
伝
統
的
な
行
事
、
文
化
活
動
を
自
粛
す
る

と
い
う
動
き
が
あ
る
こ
と
も
理
解
で
き
ま
す
。 

と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
文
化
活
動
が
本
来
私
た

ち
の
心
に
安
ら
ぎ
と
力
を
与
え
、
地
域
の
絆
を
強

め
、
明
日
へ
の
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
そ
の
自
粛
は
社
会
全
体
の
活
力
に
と
っ

て
好
ま
し
い
も
の
と
は
言
え
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
今
年
の
辻
川
界
隈
展
・

民
俗
学
の
夕
べ
は
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
を
よ
せ

つ
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、
文

化
に
親
し
む
活
動
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

日
本
の
力
強
い
復
興
を
地
方
か
ら
応
援
す
る
機
会

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

5 月 8 日 元登記所跡の八重桜 

消防 OB 会製作の

ベンチ(公民館前)

福
崎
町
で
は
８
月
６
・
７
日
に
町
制
５
５
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
柳
田
國
男
５
０
年
祭
と

第
５
回
民
俗
辻
広
場
ま
つ
り
を
計
画
し
て
い

る
。
特
に
６
日
の
広
場
ま
つ
り
は
午
後
９
時
ま

で
、
民
俗
学
の
夕
べ
と
並
行
し
て
行
わ
れ
る
。

３
月
１
１
日
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に 

よ
る
東
日
本
大
震
災
を
私
た
ち
は
忘
れ
な
い
。

 

大
切
な
こ
と
は
関
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と
、
そ
の

 

時
々
に
で
き
る
行
動
を
と
る
こ
と
。
そ
し
て
、
福

田
原
校
区
子
供
会 

球
技
大
会(

6
/
5
) 

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）
４
位 

１ 

回 

戦 

○ 

７ 

― 

６ 

対
中
島 

準 

決 

勝 

● 

１ 

― 

１
１ 

対
大
門 

３
位
決
定 

● 

３ 

― 

１
０ 

対
田
尻 

敢
闘
賞
を
受
賞
。
お
め
で
と
う
。 

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）
３
位 

初 
 

戦 

○ 

２ 

― 

０ 

対
西
野 

第
２
試
合 

● 

１ 

― 

２ 

対
田
尻 

第
３
試
合 

● 

０ 

― 

２ 

対
中
島 

３
位
決
定 

○ 

２ 

― 

１ 

対
長
目
八
反
田 

見
事
３
位
に
輝
く
。
福
崎
町
大
会
へ
。 

お
知
ら
せ 

『墓
地
の
募
集
に
つ
い
て
』 

「辻
川
薬
師
山
霊
園
」
の
空
区
画
に
つ
い
て
募
集

し
て
い
ま
す
。
応
募
さ
れ
る
方
は
役
員
ま
で
。 

一
、
辻
川
区
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。 

二
、
永
代
使
用
料
…
二
五
万
円
。
但
し
、
区
画
の 

 
 

両
端
な
ど
面
積
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。 

三
、
募
集
区
画
数
…
七
区
画 

 

［一
隣
保 

小
谷
］



屋
台
保
存
会
よ
り 

昨
年
度
、
秋
祭
り
終
了
後
行
っ
た

屋
台
本
体
の
総
点
検
を
踏
ま
え
、
５

月
１
４
日
、
区
三
役
、
青
年
団
、
保

存
委
員
が
一
同
に
会
し
、
保
存
委
員

会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
結
果
、
今
年

の
祭
り
に
向
け
て
「
屋
根
隅
の
角
の

修
理
」、「
昼
提
灯
金
具
の
修
理
」、「
夜

提
灯
の
新
調
」
の
３
点
が
決
定
さ
れ

た
。
な
お
、
さ
ら
に
青
年
団
か
ら
要

望
が
あ
っ
た
「
布
団
屋
根
の
生
地
新

調
」、
「
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
全

面
交
換
」
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の

予
定
工
事
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。 

各
種
団
体 

新
役
員
の
抱
負 

上
延
英
一
（
農
業
部
会
長
）：
辻
川
で

は
農
家
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
だ
け
に
水
や
農
地
の
管
理
に

は
地
元
の
皆
様
の
協
力
が
必
要
で

す
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

上
延
雅
之
（
消
防
分
団
長
）：
東
日
本

大
震
災
で
は
日
常
的
な
消
防
団
活

動
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
ま
し

た
。
辻
川
分
団
２
２
名
、
有
事
に

際
し
規
律
あ
る
行
動
が
で
き
る
よ

う
に
、
普
段
か
ら
訓
練
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

田
﨑
浩
文
（
青
年
団
長
）：
今
年
も
村

の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

き
、
ま
た
祭
り
に
も
力
を
入
れ
て

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

公
民
館
で
の
催
し
案
内 

今
、
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
区

民
対
象
の
催
し
を
紹
介
し
ま
す
。
よ

ろ
し
け
れ
ば
一
度
顔
を
出
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

ふふ
れれ
ああ
いい
喫喫
茶茶  

 

実
施
日 

毎
月
第
３
金
曜
日 

 
 

 
 

 

１
０
時
～
１
１
時
３
０
分 

 

世
話
人 

辻
川ﾎ゙

ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｸ゙

ﾙー
ﾌ゚

 

 

参
加
者 

五
〇
代
以
上
約
４
０
名

〔
男
女
比
：
１
対
４
〕

区
民
で
あ
れ
ば
誰
で
も 

 
 

                     

内 

容
…
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス 

(2
0

0

円)

と
ふ
れ
あ
い
交
流 

 

嬉
し
か
っ
た
こ
と
…
美
味
し
か
っ 

た
と
喜
ん
で
も
ら
っ
た
と
き 

 

悩
み
…
参
加
人
数
が
少
な
い
こ
と 

ミミ
ニニ
デデ
イイ
ササ
ーー
ビビ
スス  

実
施
日 

毎
月
第
３
月
曜
日 

１
０
時
～
１
５
時 

 

世
話
人 

民
生
委
員
・
協
力
委
員 

 
 

 
 

 

老
人
会
会
長
・
副
会
長 

 

参
加
者 

六
五
歳
以
上
平
均
２
６

名
〔
男
女
比
：
１
対
４
〕 

 
 

                     

内 

容
…
血
圧
測
定
、
み
ん 

な
の
体
操
、
頭
の
体
操
、 

歌
、
ゲ
ー
ム
、
手
工
芸
出 

前
講
座
、
施
設
見
学
等 

 

楽
し
い
こ
と
…
ゲ
ー
ム
の
時
は
こ

こ
一
番
の
底
力
発
揮
。
苦
手
な

手
芸
も
完
成
し
た
時
の
笑
顔
。

年
に
２
回
ほ
ど
公
民
館
を
出
て

町
内
外
の
施
設
見
学
を
企
画
、

こ
の
時
が
一
番
楽
し
み
の
よ
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
手
作

り
の
昼
食
・
お
や
つ
も

高
。 

 

悩
み
…
で
き
る
だ
け
皆
が
楽
し
め

る
こ
と
を
取
り
入
れ
た
い
の
で

す
が
、
な
か
な
か
考
え
が
及
び

ま
せ
ん
。 

                  

ふふ
くく
ろろ
うう
のの
会会  

実
施
日 

毎
週
金
曜
日 

１
３
時
３
０
分
～
１
５
時 

 

世
話
人 

民
生
委
員
・
協
力
委
員 

 
 

 
 

 

福
祉
委
員 

 

参
加
者 

成
人
男
女
２
０
名
前
後

〔
ほ
と
ん
ど
が
女
性
〕 

内 

容
…
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧

測
定
）、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ 

 

楽
し
い
こ
と
…
休
憩
時
の
お
茶
と

お
し
ゃ
べ
り
で
心
も
体
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
。
少
し
は
筋
力
（
特

に
お
腹
と
口
の
筋
力
）
ア
ッ
プ 

悩
み
…
男
性
に
も
参
加
し
て
ほ
し
い
。 

 

辻
川
山
公
園
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

 

辻
川
区
民
の
参
加
が
少
な
く
、
地 

元
だ
け
に
少
し
残
念
な
状
況
の
よ
う 

で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

第
３
回
…
８
月
２
７
日
午
前
９
時 

第
４
回
…
１
０
月
１
５
日
午
前
９
時 

 

編
集
後
記 

岩
手
県
内
陸

部
の
遠
野
市
が
海
岸
部
被
災
地
の
後

方
支
援
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
災

害
は
個
人
の
宅
地
や
行
政
の
境
界
を

越
え
て
発
生
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て

行
政
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
支
援
の
体

制
を
つ
く
り
備
え
て
い
た
遠
野
市
や

「
友
好
都
市
」
と
し
て
即
行
動
し
た

福
崎
町
に
震
災
か
ら
立
ち
上
が
る
住

民
支
援
の
あ
り
方
を
見
る
［
田
﨑
］。 

い
っ
た
よ
う
に
「
北
海
道
」
と
い
う
地
名

を
刻
ん
だ
玉
垣
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
源
之
助
の
誘
い

に
よ
っ
て
、
或
は
、
源
之
助
を
頼
っ
て
北

海
道
に
渡
っ
た
の
で
し
た
。 

 

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
昭
和
五
九
年
二
月

四
日
に
不
審
火
に
よ
り
消
失
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
田
原
小
学
校
の
講
堂
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
、
源
之
助
か
ら
の
二
万

一
七
〇
〇
円
も
の
多
額
の
寄
付
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
た
の
が
、
昭
和
一
一
年
五
月
二

三
日
で
し
た
。
こ
の
時
、
源
之
助
の
妻
と

き
子
は
ピ
ア
ノ
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
落

成
式
の
日
に
は
、
源
之
助
か
ら
小
学
生
全

員
に
、
と
ん
ぼ
鉛
筆
二
ダ
ー
ス
ず
つ
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
当
時
、
小
学
生
で
、
現
在
、

芦
屋
に
住
ん
で
い
る
中
村
健
氏
は
、「
と
ん

ぼ
鉛
筆
は
幼
年
倶
楽
部
な
ど
の
広
告
で
見

た
こ
と
が
あ
る
が
、
い
ま
ま
で
そ
の
よ
う

な
全
国
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
を
手
に
し
た
こ

と
の
な
か
っ
た
田
舎
の
私
た
ち
に
と
っ

て
、
そ
れ
は
生
ま
れ
て
初
め
て
の
ブ
ラ
ン

ド
商
品
で
あ
り
、
何
か<

宝
も
の> 

を
貰
っ
た
よ
う
な
嬉
し
さ
で
あ
っ
た
。
」（

注

１
）

と
話
し
て
い
ま
す
。 

 

あ
の
木
造
の
大
講
堂
は
、
記
憶
の
あ
る

人
に
は
、
木
の
匂
い
と
と
も
に
懐
か
し
い

思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

牛
尾
壽
郎
氏

（
注
２
）

に
よ
る
『
奮
闘
の
偉

人
松
岡
源
之
助
氏
略
歴
』
は
、
松
岡
源
之

助
の
恩
に
感
謝
す
る
も
の
と
し
て
発
行
さ

れ
た
の
で
し
た
。 

（
注
１
）

中
村
健
自
叙
伝
「
パ
リ
の
男
」 

（
注
２
）

講
堂
建
築
当
時
の
田
原
村
長 

７ 

松
岡
源
之
助
と
辻
川

 

辻
川
は
松
岡
源
之
助
の
生
ま
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
生
家
は
取
壊
さ
れ
て
、
今
は

他
の
人
の
住
ま
い
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
源

之
助
に
は
、
辻
川
が
ふ
る
さ
と
で
あ
る
と
の

意
識
は
、
常
に
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
が
、
鈴
ノ
森
神
社
の
大
玉
垣
に
な
っ

て
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
神
社
へ
の
坂
を
上

り
き
っ
た
と
こ
ろ
と
、
山
の
口
堂
へ
の
参
道

の
入
口
に
は
、「
北
海
道 

○松 

松
岡
源
之
助
」

と
彫
っ
た
大
玉
垣
が
あ
り
、
ま
た
、
神
社
正

面
の
狛(

こ
ま)

犬
も
源
之
助
の
寄
進
に
か
か

る
も
の
で
す
。 

 

も
う
ひ
と
つ
の
あ
ら
わ
れ
は
、
辻
川
か
ら

多
く
の
人
が
北
海
道
に
渡
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
鈴
ノ
森
神
社
の
玉
垣
を
見
た
だ
け
で

も
、
大
玉
垣
に
「
北
海
道 

○松 

松
岡
宗
次
」

が
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
他
、「
北
海
道 

松
岡

百
之
助
」
「
北
海
道 

松
岡
為
次
郎
」
「
北
海

道 

鈴
木
大
吉
」「
北
海
道 

松
岡
勘
蔵
」
と

鈴
の
森
神
社
の
玉
垣
に 

み
る
昔
の
辻
川
の
賑
わ
い

火災を免れた松岡源之助氏胸像

今は田原小学校の西玄関にある


